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１．研究計画の概要 
中心と周辺の両面を持つ千葉地域が、その 2
つの側面故に有利さと不利さを併せ持つこ
とが明らかになりつつある。こうした中での
新しい可能性を実証的に明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
地域の基本的なデータを収集し、人口マトリ
ックスなどを用いて解析した。またベッドタ
ウン地域としての稲毛や浦安の住民関係の
調査を行い、そこに過去の記憶と新しい運動
がどういう影響を与えているか調べた。また
新しい動きとして、マリン・レジャー、田舎
暮らし、文化創造活動なども掘り下げてきて
おり、本年度に追加調査を行うことで全体の
とりまとめに入る。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進捗している。 
 

稲毛地区の新しい祭りに関する研究はほ
ぼ完成し、新旧住民の関係に新たな知見を得
た。マリン・レジャーの調査は半分完成し,
追加調査に入るところで、外房の津波の影響
で頓挫した。新しい事実が発掘できたので、
本年後半には再開できる予定である。「田舎
暮らし」については住民調査は終わったが、
県全体の構造調査が残った。浦安の市民コミ
ュニケーション調査や工業地帯の比較調査
はほぼ終わっている。他にも記憶、ライフス
タイルの変化、福祉などに関する調査もほぼ
終わっており、全体としては 7 割以上の目標
を達成できたと考えている。 
 

４．今後の研究の推進方策 
やり残したことを調査する。千葉地域の新た
な創造性について、様々な知見を得たので、
今後はそれを中範囲の理論としてとりまと
められるように、全体研究会を多く開催し、
論文や学会発表に生かす。また最終年には書
籍として刊行する予定なので、そのための編
集会議も始めたい。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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